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１学期 残りわずか
７月に入りました。早いもので、１学期もあと

３週間足らずです。梅雨も終わりに近付き、暑さ
が厳しくなっていきますが、健康に気を付け、学
習や生活等、１学期を振り返り、自分の課題を克
服できるように、励ましたいと思います。

学習参観 ありがとうございました
先月２２日（水）の学習参観には、平日にもか

かわらず、多数ご参加いただき、ありがとうござ
いました。
この日は、学校評議員会も開催し、いっしょに

学習を参観していただきました。北九州市の各学
校では、校長のアドバイザーとして学校評議員を
任命し、日頃の教育活動にご意見をいただいてい
ます。評議員の方から「落ち着いた雰囲気で、し
っかりとした学習が行われていてよかった」「保護
者の参観のマナー（廊下での話）がとても良くな
った」等のご意見をいただきました。

水泳 頑張っています
６月７日に、六年生の手によりプール清掃が行

われ、予定通り１３日にプール開きを行いました。
水泳は、この時期だけの限られた学習です。天

候や気温・水温によっては、中止にすることもあ
ります。体調管理や道具の準備に十分気を付け、
限られた中で、自分の目標に向かって、少しでも
泳力を伸ばせるように頑張って欲しいと思います。

朝の検温、水泳許可印を忘れずにお願いします。
しかし、水泳は危険と背中合わせです。常に指

導者４人体制で安全には十分気を付けて指導にあ
たっています。

平和について考えよう
７月は平和に関する学習月間として、各学級で

様々な学習したり、職員室前に資料展示をしたり
して、平和の大切さ、命の尊さについて考えさせ
たいと思います。
７月６日には、永井隆記念館館長 永井徳三郎

さんをお招きして、被爆に関する体験談等を聞か
せていただくことになっています。
永井隆博士は、昭和２０年８月９日長崎医科大

学の診察室で被爆されました。家族をなくされた
上、自身も重い病気を患いながらも、懸命に被爆
者の救護に当たられた方です。著書「長崎の鐘」「こ
の子を残して」」は映画化されました。徳三郎館長
は、お孫さんに当たります。永井博士のお話を始
め、被爆された方々の思
い等の貴重なお話をお聞
きできることと思います。
当日は、４～６年生が講
話を聞くことになってい
ます。
このような体験を通じ

て、平和の大切さをしっ
かりと心に刻み、平和な
世の中を守り続ける大人
に育ってほしいと願って
います。ご家庭でも、平
和について考えるよい機

会です。新聞記事やテレビの番組等をもとに、平
和の尊さを話し合っていただけるとありがたいで
す。

７月の学校行事予定

５日（火）校納金振替日
６日（水）被爆体験講演会（４～６年）
７日（木）クラブ活動 PTA理事会

１１日（月）フッ素塗布２・３年希望者
１３日（水）全体パトロール
１４日（木）個人懇談会
１５日（金）個人懇談会
１９日（月）学期末大掃除

規範教育・修学旅行説明会（６年）

給食終了
２０日（火）終業式

生活安全パトロールの方々への感謝の会

※ 夏の教室 ２１・２２・２５日

さあ、もうすぐ夏休み、思い出いっぱいの、
有意義な休みになりますように

毎年、夏になると、川や海での水の事故の報道
をよく耳にします。夏休みは長期間学校から離れ
ますので、ご家庭で十分注意をお願い致します。
開放的になる夏休み、普段の遊びや交通事故等に
も気を付け、安全で楽しい夏休みになるよう、ぜ
ひご家庭でも話し合われてください。
また、せっかくの長い夏休みです。この休みを

利用し、何かに挑戦して欲しいと思います。社会
科や理科の自由研究、絵画、読書、作文コンクー
ルへの応募等、意義あることに挑戦する休みであ
ることを願っています。
宿題も出ると思います。毎日少しずつでも学習

する時間をとり、学習習慣が途切れない方が好ま
しいと思います。計画を立てて、規則正しく学習
することが大事です。


